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信ジタ之ヲ心二考へザレバ則點一ーー歸-スぐナク貿々乎トシテ霧中二在リ遂一一植學ヲ修ムダ所以ノ旨-一反シーグ其 
書ノ驅役スダ所トナリ其身ヲ終テ後世一一益スグナシ是レ書ヲ以テ我ノ家屋卜爲スノ弊タグノミ如此クナラザ， 
者ハ之ヲ書-一徵シテ之ヲ心二考へ心 -1 徵シテ書二參シ必シモ書ノ所說ヲ以テ正確一ーシテ從フベキト爲サズ反覆 
討尋其正ヲ得ーグ以テ時-一或ハ書說一一與シ時一一或ハ心-一從フ故ヲ以テ正/愈ヨ正一一誤ハ益遠力,正ナレバ之ヲ發 
揚シテ著ナラシメ誤ナンパ之ヲ擯テ隱ナラシム故二身ヲ終ルト雖ドモ後世-一益アリ是レ書ヲ.以テ家屋卜爲ズシ 
テ書ヲ友トナスノ益ーーシテ又植物學ヲ修ム 〆 ノ主旨ハ則チ此-一在 〆 ナ y 

〇造物主アグヲ信ズグ母ン . . . 

造物主 アグ ヲ信ズ ダ ノ徒ハ眞理ノ有グ所ヲ窺フ能 ハ ザグ モソアリ 是ン其理隱テ顯レザ 〆 モノアレ バ其理タル不 
可思議ナダ モノ トシ皆之ヲ神明作爲ノ說-1附會シテ敢テ其理ヲ討セザレバナジ故-一物ノ用ヲ辨ズグ コト ハ外一一 
明ナリ ト雖ドモ心常 一一 壅 塞丕閉 シー グ理內 一 一暗シ如此ノ徒、ノ我植物 學ノ 域內二在テ大-一耻ブべキ者ナラズャ是レ 
之ヲ强求スン A 必ズ得グ コト 有 〆 モ 我ノ理 -1 通'ゼザ，處アレバ皆之ヲ神明ノ秘蘊 -1 牦シープ我ノ不明不通ヲ覆掩 
修飾スンパナ9 


〇日本二珍ラシキ漾 y も 

理學博士 中 野 治房 

本藻/古クヨリ歐洲中部及瑞典諸國ノ湖水中二發見セラレタ，一種特異ノ形狀ヲ有ス，綠藻ノー 種ナ,ガ本邦 
-1 於 テ モ明治 三十年 八月 二十 三日-一始メテ 農學士川上瀧彌氏>ーヨリテ北海道釧路ノ國ノ阿寒湖一一於 テ 發見 セラ 
レ 今ヤ 東京-一於-ブモ往々之ヲ購ヒ得べク時々之ヲ人家ノ水盆中.一一見 〆 コトヲ得 〆 -1 至レリ而シテ發見當時ノ川 
上氏ノ記事ハ載セーブ植物學雜誌第十二卷第百三十七號-1在リ今之ヲ玆 -1 抄出セン即チ其阿寒湖ノ條下—『「シリ 

日本に 珍 ラシキまりも 






行较月 六 年六正大 
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日本 K : 珍ラシキまリも 

コマぺツ」ノ邊一奇藻アリ越圓ノ綠色藻1ーシテ大小ノ物水底-1羅列ス是 V Cladophora ノー種 -=. シテ予ハ其形 
-1 資リテま6も(毬藻)ノ和名ヲ下セリ』ノ文アリ以ーブ發見當時ノ模樣ヲ察ス,11足ルベシ 

ま- 〇 もノ形狀ハ東京一一於テ 見 ラ 〆 ヽ者、 ノ總テ球形 ナレド モ時二橢圓體狀 ヲナシ 又時二不規則形ヲ ナス 者ア 〆 ガ 
如シ 球體ハ全部深綠色-ーシテ時二頭大 -1 達シ其中心ハ中空ナラ ズ、 ,グ各個體ハ中心部ヨリ外方-一向ヒ密-1放射 
狀-一排列シ其高サ時-1五「センチメー トル」 一一達スル モノ アリ而シテ其各個體ハ絲狀ヲ呈シテ樹枝狀-1分枝シ 
枝ハ通常互生セリ通體一列-一連續セ，細胞ヲ以テ組成シ其細胞ハ狹長ナ，圓柱形ヲ呈ス細胞內腔ノ周圍 -1 ハ細 
ま3も (Aegagropila Sauteri Kuetz .) ( 1 )全 «§( 縮画)( 2 )半截(同上〕中心-一水草ノー 葉片存スル者(3)個 fa (少シク縮圆) S 個骹ノ 

一部、「ビレノイド」ハ粒状11見ユ(廊大 )(5) 細胞ノー、色素體及「ビレノイド」チ示 K (同上) 
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胞壁 -1 接近シテ色素體アリ互-一相聯絡シテ網狀ヲナス此色素體ノ體內一ーハ粒狀ヲナセグ多數\「ビレノ ィド」 即 
チ核狀體アリー . 7 * 存ス、枝ハ漸次二細胞ノ數ヲ增シタ生長シ且側方-一新枝ヲ出シテ分岐ス 

學名ハ始メ-1 I ス氏ノ命ズル所-ーシテ即チ之ヲ oOBferva 8 auteri Nees . 卜云へ 夕後キユッチン グ氏之 ヲ clado - 
pbora Sauteri KUETZ . 卜改メ同氏ハ又垔一一之ヲ Aegagropila Sauteri KUETZ . 卜變垔シタリ而シーブ Iffc cladopllora 
Sauteri Kuetz •ノ名/通常多數ノ學者ノ使用スグ所ナリ 'y ガ近時クィッレ氏ハ Aegagropila 8 auteri Kuetz . ノ名 
ヲ使用セリ其之ヲ Qadopllora 屬ヨリ分離シテ別二 Aegagropila 屬ヲ建ツグ浬由ハ QladoDhora 屬一一在テハ其 
植物ハ全クー個體ヨリ成ルモ Aegagropila 屬一一在ーグハ多數\個體ヨ？成，卜云フーー在ジ而シタ尙ホ Aegagorpila 
屬-一就テ注意スべキハ游走子及ビ接合子ヲ成生セズ其繁殖ハタ、> 體ノ分離-1ヨ9テ行ハル、ノミナルコト是ナ 
リ即チ其一部分母體ヨリ分離スルコトアレパ其モノ此-一獨立シ漸次-一分枝繁殖シテ增大シ遂 - I 亦嚴然夕，一越 
ヲナス -1 至ルナリ 

本種/阿寒湖-一在夕、ノ同所採集者ノ言一ーヨルニニ「メートル」下ノ水中-一沈在スト言フモ尙之ヨリ深キ處 -1 存在 
ス^ヤモ未ダ知 〆 ベカラズローレンツ氏ノ言二.ヨレパチェ 〆 ( Ne 】 一〕湖等-ーハ八乃至十「メート 〆 」下一ーモ不規則 
形 ヲナ、ビブ 見出 セラル、 卜云フ而シーア球狀體ノモノ ハ 淺處一一於夕發見 セラ レタリト云フ1一依 テ考 フンパ 其 球狀 
ヲナスモノハー 種 特別ノ形態ナゲヤモ未ダ知ルべ カラ ザルナリ 

本邦產ノ該藻ヲ始メーブ鑑定シ之レガ學名ヲ01@&0^0自8§^^.(1^^8)«11胃2'卜考定セランシ>>'»札幌ノ農科大 
學敎授宮部金吾博士ニシー r 和名ノまぅ名ハ前述ノ如ク其發見者川上瀧彌氏ノ命ズル所二係 〆 ナリ 
此まぅもハ注意シーブ水ヲ取換フ 〆 時、ノ長ク生活スルヲ以ーブ金魚ノ水權等ヲ飾グ >1足 〆 ペシ而シテ其形體ノ珍奇 
ナルト其色ノ深綠ナ 〆 卜又水ヲ淸潔-ースダ等ノ利益ア 〆 ヨジ考フンパ裝飾用兼衞生用トナスーー足，モノト謂フ 
ベキナリ 

日本に 珍 ラシキ t りも 




